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コレクション展紹介 ： 当館の西洋近代名品にみるオールドマスターの受容と再創造

  ― 「馬」 を描いた絵画をめぐって―

会員のひろば ： 企画展鑑賞会 ・ 友の会講座 ・ 懇親日帰りツアーレポート

収蔵庫から ： アド ・ ラインハート　《No.１１４》

平瀬礼太新館長から ・ 活動紹介ほか

受付場所    ★愛知県美術館 10 階受付

　　            ★友の会事務局　★振込も可

詳しい活動内容を知りたい方、 入会をご希

望の方は事務局 （右記） までお問い合わせ

ください。 入会のご案内パンフレットやホー

ムページでも詳しく紹介しております。 ぜひ

ご覧ください。
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　館長、と称されて、間違いではないのでしょうが、少々困惑

いたします。干潮のことであろうか、それとも役所だから官庁

の間違いではないのか、はてまた、小さい頃に憧れた間諜

にようやくなれたのか、などと記したくなるのは、関西に長く

住んでいたからと言い訳してしまいそうですが、まあそんな

ことはなく、性分なのでしょう。ステーキの館というレストラン

に何度か行きましたが、その館長ならステーキなだけに素

敵だな、なんて、もういい加減止めた方がいいですね。

 就任早々、当館及び愛知県陶磁美術館の独立行政法人化

検討のニュースが周囲を駆けめぐりました。そういえば、愛

知県美術館の開館より既に30年以上が過ぎています。社会

情勢も開館当初からは大きく変化しています。うつろいゆく

月日のあらがい難き流れに従って、わたしたちもたたずまい

を改めねばならぬところ少なくなしということなのでしょう。

 先の組織の形がどうあれ、美術館はそのやるべきことをや

り、多くの方々にその存在を理解していただき、様々な形で

利用していただくように努めるのみです。限りある人的、経

済的資源の中で、どれだけそれを社会の変化の中で活かせ

るのかを日々考える必要があります。変化が重要というより

も、状況に応じて変えねばならないところ、変える必要のな

いところ、変えてはいけないところが共存するのが現実だと

思います。

　正直に言いまして、このような変革の時期のこのポジショ

ンは荷が重い、と感じるところがあります。とはいえ、そんな

ことを考える暇があるならば、より良くなる方向へ向かうべき

だと考えています。精進するという言葉はこんなときに使う

言葉なのでしょう。

　美術館は、当然のことながら支えてくださる多くの方々が

いることで成り立っています。そして友の会の皆様にはいつ

も美術館を支えていただいています。そのようなご支援に応

えるべく、よりよい美術館となるように努めていきたいと思っ

ています。

　どうぞよろしくお願いいたします。　　　　　　館長　平瀬礼太

2024 年４月～ 2024 年９月

平瀬礼太
新 館 長

から

　今年度の友の会テーマは「縁」ですが、自身の

生活でも「縁」が大きな顔をしていると気づきまし

た。友の会の「縁」は真面目にコツコツ続けてきた

から、の果実だと理解しています。一方、自分の

は？「因果応報」とならないように足元をみつめた

いものです。

アド ・ ラインハート　《No.1１4》　部分　愛知県美術館

０ 回
( ６ 回 ) ６ 回 １０ 回 ６ 回３ 回１ 回

所蔵品管理
(読み下し）

・ 特別鑑賞会 「コスチュームジュエリー」 展

     →　動画配信 （会期中）

・ 企画展鑑賞会　碧南市藤井達吉現代美術館

    「春陽会 100 年　それぞれの闘い」 展★

・ 2024 年度総会

・ 記念講演会　平瀬礼太館長　→　動画配信

・ 友の会講座 「仏教美術へのアプローチ」★

　深山孝彰副館長　　→　動画配信

・ 懇親日帰りバスツアー　

        大阪方面★

・ 定例活動のみ

・ 特別鑑賞会 「アブソリュート ・ チェアーズ」 展

・ 定例活動のみ

・ 特別鑑賞会 「相国寺展」

・ 友の会創立３０周年記念懇親会

5月

6月

7 月
8 月
9 月

10 月

2024 年４月～ 2024 年 10 月

日時未定ですが企画展鑑賞会なども計画中です

パウル・クレー展
創造をめぐる星座

Paul Klee

2025.1.18ー 3.16

定例活動

友の会活動紹介

県美ご出身の方々が 5名も

参集してくださいました。

懐かしい写真を見ながら歓

談できました。

★中面で紹介



　第３期コレクション展では、西洋近代の油彩画

を中心に展示する予定です。西洋美術では伝統的

に、権力者の統治の象徴として騎馬像が多く表さ

れ、その中で理想的な馬の形が追求されてきまし

た。過去の優れた美術はモダニズムの美術にとっ

ても重要なインスピレーション源でしたが、そこ

には、こうした「馬」のイメージも含まれていま

した。本稿では、第３期コレクション展で展示す

る「馬」が描かれた作品に光をあて、西洋近代絵

画におけるオールドマスター（1８世紀以前の巨

匠またはその作品）の受容と再創造の一端につい

て考えます。

　まずは、当館の顔であるクリムトの《人生は戦

いなり（黄金の騎士）》（1903年）を取り上げて

みましょう。この絵には、画面左端から顔を出す

蛇には目もくれず花野を前進する、黒馬の騎士が

描かれています。この絵は、当館にも所蔵される

デューラー《騎士と死と悪魔》（1513年）に基づ

くことが知られています。クリムトは、デュー

ラーの描く騎士に、近代という時代に即した新し

い芸術を追求する自身をなぞらえたのだと考えら

れています。実際に両作品は、真横から騎馬を捉

える構図やどっしりと太い馬の頸の形がよく似て

います。ただし、デューラーの馬が対角線上の脚

を前に出すのに対して、クリムトの馬は、いずれ

も右側の脚を前に出しています。

　デューラーは、馬の歩みの運動や画面の奥行を

表すために、レオナルドを手本に馬の脚の位置を

工夫しました。クリムトの絵はより平面的に見え

コレクション展 コレクション展

ますが、それは、クリムトが自然主義的な再現性

に捉われない表現を求めたためでしょう。騎士の

甲冑の平坦な金地、兜や手綱のモザイクのような

市松模様、金が散らされた背景は、ビザンチン美

術の装飾性を思わせます。クリムトはこの絵で、

様々な時代の美術を巧みに再構築し、自らの様式

にまとめあげたのです。

　クリムトの絵と好対照をなすのが、バルテュス

の《白馬の上の女曲馬師》（1941年）です。クリ

ムトの黒馬が左を向くのに対し、バルテュスの白

馬は右を向き、いかめしい騎士ではなく少女を背

に乗せています。女曲馬師は19世紀末から20世紀

前半のモダニズム絵画のなかでしばしば表されて

きました。例えば、新印象主義の画家スーラは、

サーカス場を躍動する白馬と女曲馬師をダイナ

ミックなポーズで描き出しています。一方で、同

じサーカスの花形を描いたバルテュスの絵は、静

的な印象を与えます。

　横向きで描かれた白馬は、片方の前脚を上げて

三本の脚で立っています。このポーズは、《マル

クス・アウレリウス帝騎馬像》に遡る、西洋で最

も古典的な騎馬のイメージにみられるものです。

この絵の典拠は明らかではありませんが、建築物

の構造に依拠した幾何学的な空間表現や人馬を形

作る簡潔な肉付けは、バルテュスが好んだマザッ

チョやピエロ・デラ・フランチェスカなどの絵画

を思わせます。こうしたイタリア初期ルネサンス

美術への関心を反映しつつ、複雑な陰影を織りな

す光の表現を加えることで、バルテュスは、静け

グ ス タ フ ・ ク リ ム ト 《 人 生 は 戦 い な り （ 黄 金 の 騎 士 ） 》 1 9 0 3 年
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注目したのは、背景の台地状の岩

山でした。岩山の斜面を、レンブ

ラントは厚塗りの素早い筆致で表

しましたが、エルンストは、青い

デカルコマニーの複雑な絵の具面

によって、隆起する稜線を繊細に

表現しています。絵具が乾く前に

板を当てて剥がすことで不規則な

まだら模様を生むデカルコマニー

は、エルンストの画業後半を象徴

する技法のひとつでした。この絵

では、デカルコマニーの色面を、

メインモティーフを構成する切子

面状の色面のなかにも組み入れる

ことで、地と図が交錯する、独特

な空間が作られています。

　このように近代には、過去の美

さに満ちた神秘的な空間を作り出しています。そ

の中で、女曲馬師としての少女は光を受けて、聖

なる者のような存在感を放っています。

　バルテュスと同時期に活躍したシュルレアリス

ムの画家マックス・エルンストは、レンブラント

による《ポーランドの騎手》（1655年頃）に着想

を得て《ポーランドの騎士》（1954年）を描きま

した。ただし、エルンストの絵画は、半ば口を開

いた馬の横顔以外には元となった作品の面影が読

み取れないほど、大胆に再創造されています。騎

手の姿は省略され、肩に一羽の鳥を乗せた白馬

が、人間のように前足を折り曲げて二羽の鳥を抱

いています。鳥のカップルには、エルンスト自身

とパートナーが重ねられていたと考えられます。

レンブラントの絵画において、エルンストが特に

術から着想を得ながら、多様な技法とアイデアで

それらを再構成することにより、新しく唯一無二

の表現が生み出されてきました。当館の所蔵する

西洋近代絵画の多くが、そうした華麗な再創造の

過程を垣間見せてくれます。ここでは特に「馬」

が描かれた絵画を取り上げましたが、今年3月に

新収蔵し4月から公開しているレオノーラ・キャ

リントンによる《ウルでの狩り》（1946年頃）に

も、騎馬が描かれています。この作品では、古代

メソポタミアを舞台に、馬を駆る不思議な生き物

が鹿を仕留める様子が、幻想的に表されていま

す。巨大な鹿が血を吹く描写はひと際目を引きま

すが、そのそばで様々な表情を見せる騎馬の群れ

にも、ぜひご注目ください。

愛知県美術館学芸員　岩間美佳
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会員のひろば

会員のひろば 会員のひろば

今年のテーマは

「友の会 30 年の縁～お世話になった方々に逢う」です！

友の会 30 周年記念のイベントを
　　　　　　　　　　　　　ご報告します！

企画展鑑賞会
2024 年 6 月 2 日（日）

演題　 仏教美術へのアプローチ

講師　 深山　孝彰 氏 ( 愛知県美術館副館長兼企画業務課長）

友の会講座
2024 年 6 月 23 日（日）13：30 ～ 15：00

懇親日帰りバスツアー 2024 年 6 月 29 日（土）

大阪中之島美術館 「木下佳通代」 展の鑑賞と中村史子学芸員の解説 （昼食付き）

０８ ： ００　出発

到着後はランチ！

中村さんの講義

中之島美術館へ

19 ： 00 栄　帰着

ご協力

ありがとうございました !

　今年度のテーマ第3弾は「中村史子先生に会いに行く！」と銘打ち企画しまし

た。大阪中之島美術館がある一帯は交通の便もよく、個人で訪ねても満喫で

きるエリア。しかし友の会で企画するからには、と「ご縁」を最大限に活かして

スケジュールを組みました。中村さん、大変お世話になりました！

早朝で小雨でしたが、

予定通り出発進行！

ちょっとしたお楽しみ。

お土産の中に 「くじ」 を

仕込みました。 当たっ

た方には粗品を進呈。

バスの中にて

中村さんに一言いただいてから、リーガロイヤルホテル直営店が供するランチに

舌鼓をうちました。広々とした会場で眺望を楽しむこともできました。

●中村さんにお会いできてよかった （50 歳代）

●昼食に学芸員さんのお話をきかせていただき

展覧会を観れたことは様々な感じ方 ・ 見方とな

る指針となったため有難い講義でした。 （40 歳

代）

●展覧会と中村さんの話を通して木下さんの作

品が彼女の存在 ・知覚 ・ 認識についての哲学

的信念にうら打ちされているのだと知りました。

（60 歳代）

会員の声

・ 中村さんにヤノベケンジの猫のことなど

にもふれてもらって意味がわかりありがた

かったです （70 歳代）

●思った以上によくて、 とても感動しました。

知らない作家だからと軽く考えていてごめんなさい。

折った紙からの発想の飛躍、 そのデザイン的感覚の

鋭さ、 とても好きでした。 （７０歳代）

●初期から晩年までの作風の変化が見ていて飽きな

かった。 事前に中村学芸員から、 存在への問い、

見えないものを認識させることへの関心を持ち続けた

作家と、 レクチャして頂いたので、 変化する作風の根

底にあるものと視ることが出来、 理解が深まりよかっ

たです。 （６０歳代）

堂島川の遊歩道で川辺の

景色を楽しみつつ、 中村さ

んと美術館へ。

●時空の不連続や理想と現実の様なイメージを連想させられ、

脳を大いに刺激された （６０歳代）

●美術館の大きさに負けない大きな画面に芸術と認識につい

て作品に昇華させた生涯に感動しました。 （70歳代）

　木下佳通代展の解説だけでなく、 大

阪中之島美術館のエピソードもご紹介

いただきました。 お隣の国立国際美術

館には元愛知県美術館の館長の島敦

氏が館長としていらして、 「梅津庸一　

クリスタルパレス展」 （梅津庸一氏は

2016年度ARCHvol.20 で中村さん担当）

が開催中…。 30 周年、 ６月に行った

のは正解でした！

木下佳通代展
の
感想

16 ： 00　集合

集合時間ぴったり！
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 赤や黄土色などを基調にしたレンガのような

無数の長方形や正方形の矩形が、画面を覆うよ

うに描かれています。どれが手前で、どれが奥

なのか、私たちの視点は定まらず、上下左右、

奥行きの感覚までもが揺れ動き、画面を漂い続

けます。タイトルには「No.114」という無機質

な番号が与えられ、具体的な意味や物体を示唆

する要素は慎重に排除されています。

　第二次大戦後のニューヨークでは、多くの画

家たちが抽象絵画の新たな可能性を切り拓いて

いました。その中で、アド・ラインハートはお

そらく最も徹底的に「絵画の純粋化」を追求し

た一人です。1930年代前半に大学で美術史を学

んだ彼は、キュビスムやピート・モンドリアン

などのモダンアートを吸収しながら、早くも30

年代の後半には抽象的な絵画を描き始めまし

た。ここで紹介する《No.114》は、1940年代末

頃、赤や青のモノクロームを基調に、画面全体

に矩形を配置した一連の作品の一つです。以後

も彼の作品は、ますます厳格な幾何学的様式を

とるようになり、最終的には「ブラック・ペイ

ンティング」と呼ばれる、一見したところ黒一

色で描かれているようにしか見えない、抽象絵

画の極北とも呼ぶべき作品群に至ります。

　ラインハートにとって、芸術とは日常的な現

実から切り離されたものでなければなりません

でした。その純粋化への姿勢は、決して妥協の

ないものでした。1957年に彼が書いた文章で

は、絵画制作において「避けるべき」要素を

次々と挙げています。「筆触があってはならな

い」「形があってはならない」「色彩があって

- S h i o t s u  S e i k a -

学 芸 員 の 横 顔

塩 津 青 夏

愛知県美術館主任学芸員

2010年より愛知県美術館に勤務。2017年から2023年まで国

際芸術祭推進室。2023年4月より愛知県美術館に戻り、現

在は友の会の担当業務も行っています。専門は戦後アメリカの

抽象絵画。

アド ・ ラインハート （1913－1967）

《No. 114》
1950年　油彩　画布　152.4 x 101.9 cm 愛知県美術館蔵

蔵庫から収
深く知るともっと見えてくる

２０２４年度 新学芸員紹介

　初めまして。本年度4月から愛知県美術館で

勤務しております、白鞘南海です。清流の国岐

阜で生まれ育ち、大学で愛知に出て、そのまま

当館に就職しました。大学・大学院では19世紀

末から20世紀初頭にかけて活躍した工芸家、エ

ミール・ガレを研究しており、各地にあるガレ

の作品を求めて国内外の美術館を巡っていまし

た。修士2年生のとき、論文の締切り一か月前

に、一人でガレの出身地であり生涯の活動の拠

点でもあったフランスのナンシーという町に行

き、拙いフランス語と英語を駆使しながら調査

をさせてもらったのはいい思い出です。今後は

研究で培った語学力と研究手法を活かして、ひ

ろく西洋近代美術を中心に勉強していきたいと

思っています。

　旅が趣味で、大学院の卒業旅行では日本

一周(北海道と沖縄を除く)に行ってきまし

た。皆さま知られざるおすすめの旅行先を

ご存じでしたら教えてください。これから

どうぞよろしくお願いいたします。

ようこそ愛知県美術館へ

白 鞘 南 海 - Shirasaya Minami -

し ら さ や　 み な み　

岩 間 美 佳 - Iwama Mika -

い わ ま 　  み 　 か 　

はならない」「光があってはならない」「空間

があってはならない」「時間があってはならな

い」「物体も主題もあってはならない」など。

これほどの禁欲的なルールは、芸術を窮屈で制

約の多いものにするかもしれません。しかし、

逆説的ですが、彼の目的は「最も自由な芸術上

の自由のための最も厳格な方法」を探究するこ

とだったのです。

　ラインハートは、芸術は「時間を超越する」

ものだと考えていましたが、そのあまりにも徹

底した思考と作品制作は、かえって強く彼自身

という存在や彼が生きた時代と結びついている

ようにも見えます。形も矩形のみ、色もほぼ赤

一色に限定されたこの《No. 114》は、彼の妥協

のない芸術上の探究における一つの過程を示

す、重要な1点です。

アド ・ ラインハート 《No. 114》 1950 年　

　友の会の皆さま、初めまして。4月より愛

知県美術館に赴任いたしました、岩間美佳と

申します。大学院では、岸田劉生や恩地孝四

郎など大正期に活躍した洋画家について、特

に学んでまいりました。上記の二人の画家も

ふくめ、日本近代美術史を彩る代表的な作家

の作品を豊富にコレクションする愛知県美術

館は、私にとって憧れの美術館でした。着任

してからは、江戸時代の古美術から西洋近現

代の名品までカバーする幅広いコレクション

に、日々心を躍らせております。まだまだ頼

りないですが、少しでも早く、当館の豊富な

コレクションについて見識を深め、一人前の

学芸員になれるように頑張ってまいります。

皆さまと一緒に、美術館の魅力を発信してま

いれましたら嬉しいです。これから、よろし

くお願いいたします。

２０２４年度愛知県美術館新学芸員さんの紹介



 赤や黄土色などを基調にしたレンガのような

無数の長方形や正方形の矩形が、画面を覆うよ

うに描かれています。どれが手前で、どれが奥

なのか、私たちの視点は定まらず、上下左右、

奥行きの感覚までもが揺れ動き、画面を漂い続

けます。タイトルには「No.114」という無機質

な番号が与えられ、具体的な意味や物体を示唆

する要素は慎重に排除されています。

　第二次大戦後のニューヨークでは、多くの画

家たちが抽象絵画の新たな可能性を切り拓いて

いました。その中で、アド・ラインハートはお

そらく最も徹底的に「絵画の純粋化」を追求し

た一人です。1930年代前半に大学で美術史を学

んだ彼は、キュビスムやピート・モンドリアン

などのモダンアートを吸収しながら、早くも30

年代の後半には抽象的な絵画を描き始めまし

た。ここで紹介する《No.114》は、1940年代末

頃、赤や青のモノクロームを基調に、画面全体

に矩形を配置した一連の作品の一つです。以後

も彼の作品は、ますます厳格な幾何学的様式を

とるようになり、最終的には「ブラック・ペイ

ンティング」と呼ばれる、一見したところ黒一

色で描かれているようにしか見えない、抽象絵

画の極北とも呼ぶべき作品群に至ります。

　ラインハートにとって、芸術とは日常的な現

実から切り離されたものでなければなりません

でした。その純粋化への姿勢は、決して妥協の

ないものでした。1957年に彼が書いた文章で

は、絵画制作において「避けるべき」要素を

次々と挙げています。「筆触があってはならな

い」「形があってはならない」「色彩があって

- S h i o t s u  S e i k a -

学 芸 員 の 横 顔

塩 津 青 夏

愛知県美術館主任学芸員

2010年より愛知県美術館に勤務。2017年から2023年まで国

際芸術祭推進室。2023年4月より愛知県美術館に戻り、現

在は友の会の担当業務も行っています。専門は戦後アメリカの

抽象絵画。

アド ・ ラインハート （1913－1967）

《No. 114》
1950年　油彩　画布　152.4 x 101.9 cm 愛知県美術館蔵

蔵庫から収
深く知るともっと見えてくる

２０２４年度 新学芸員紹介

　初めまして。本年度4月から愛知県美術館で

勤務しております、白鞘南海です。清流の国岐

阜で生まれ育ち、大学で愛知に出て、そのまま

当館に就職しました。大学・大学院では19世紀

末から20世紀初頭にかけて活躍した工芸家、エ

ミール・ガレを研究しており、各地にあるガレ

の作品を求めて国内外の美術館を巡っていまし

た。修士2年生のとき、論文の締切り一か月前

に、一人でガレの出身地であり生涯の活動の拠

点でもあったフランスのナンシーという町に行

き、拙いフランス語と英語を駆使しながら調査

をさせてもらったのはいい思い出です。今後は

研究で培った語学力と研究手法を活かして、ひ

ろく西洋近代美術を中心に勉強していきたいと

思っています。

　旅が趣味で、大学院の卒業旅行では日本

一周(北海道と沖縄を除く)に行ってきまし

た。皆さま知られざるおすすめの旅行先を

ご存じでしたら教えてください。これから

どうぞよろしくお願いいたします。

ようこそ愛知県美術館へ

白 鞘 南 海 - Shirasaya Minami -

し ら さ や　 み な み　

岩 間 美 佳 - Iwama Mika -

い わ ま 　  み 　 か 　

はならない」「光があってはならない」「空間

があってはならない」「時間があってはならな

い」「物体も主題もあってはならない」など。

これほどの禁欲的なルールは、芸術を窮屈で制

約の多いものにするかもしれません。しかし、

逆説的ですが、彼の目的は「最も自由な芸術上

の自由のための最も厳格な方法」を探究するこ

とだったのです。

　ラインハートは、芸術は「時間を超越する」

ものだと考えていましたが、そのあまりにも徹

底した思考と作品制作は、かえって強く彼自身

という存在や彼が生きた時代と結びついている

ようにも見えます。形も矩形のみ、色もほぼ赤

一色に限定されたこの《No. 114》は、彼の妥協

のない芸術上の探究における一つの過程を示

す、重要な1点です。

アド ・ ラインハート 《No. 114》 1950 年　

　友の会の皆さま、初めまして。4月より愛

知県美術館に赴任いたしました、岩間美佳と

申します。大学院では、岸田劉生や恩地孝四

郎など大正期に活躍した洋画家について、特

に学んでまいりました。上記の二人の画家も

ふくめ、日本近代美術史を彩る代表的な作家

の作品を豊富にコレクションする愛知県美術

館は、私にとって憧れの美術館でした。着任

してからは、江戸時代の古美術から西洋近現

代の名品までカバーする幅広いコレクション

に、日々心を躍らせております。まだまだ頼

りないですが、少しでも早く、当館の豊富な

コレクションについて見識を深め、一人前の

学芸員になれるように頑張ってまいります。

皆さまと一緒に、美術館の魅力を発信してま

いれましたら嬉しいです。これから、よろし

くお願いいたします。

２０２４年度愛知県美術館新学芸員さんの紹介
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コレクション展紹介 ： 当館の西洋近代名品にみるオールドマスターの受容と再創造

  ― 「馬」 を描いた絵画をめぐって―

会員のひろば ： 企画展鑑賞会 ・ 友の会講座 ・ 懇親日帰りツアーレポート

収蔵庫から ： アド ・ ラインハート　《No.１１４》

平瀬礼太新館長から ・ 活動紹介ほか

受付場所    ★愛知県美術館 10 階受付

　　            ★友の会事務局　★振込も可

詳しい活動内容を知りたい方、 入会をご希

望の方は事務局 （右記） までお問い合わせ

ください。 入会のご案内パンフレットやホー

ムページでも詳しく紹介しております。 ぜひ

ご覧ください。

松下智子
喜田泉／小林克敏／田中寛／逸見仁
愛知県美術館
202４年１1月

□編集

□協力
□発行

これからの展覧会のご案内

友の会 これからの活動予定

Art Direction:Masaru Nakada  Design & Layout: Katsutoshi Kobayashi

　館長、と称されて、間違いではないのでしょうが、少々困惑

いたします。干潮のことであろうか、それとも役所だから官庁

の間違いではないのか、はてまた、小さい頃に憧れた間諜

にようやくなれたのか、などと記したくなるのは、関西に長く

住んでいたからと言い訳してしまいそうですが、まあそんな

ことはなく、性分なのでしょう。ステーキの館というレストラン

に何度か行きましたが、その館長ならステーキなだけに素

敵だな、なんて、もういい加減止めた方がいいですね。

 就任早々、当館及び愛知県陶磁美術館の独立行政法人化

検討のニュースが周囲を駆けめぐりました。そういえば、愛

知県美術館の開館より既に30年以上が過ぎています。社会

情勢も開館当初からは大きく変化しています。うつろいゆく

月日のあらがい難き流れに従って、わたしたちもたたずまい

を改めねばならぬところ少なくなしということなのでしょう。

 先の組織の形がどうあれ、美術館はそのやるべきことをや

り、多くの方々にその存在を理解していただき、様々な形で

利用していただくように努めるのみです。限りある人的、経

済的資源の中で、どれだけそれを社会の変化の中で活かせ

るのかを日々考える必要があります。変化が重要というより

も、状況に応じて変えねばならないところ、変える必要のな

いところ、変えてはいけないところが共存するのが現実だと

思います。

　正直に言いまして、このような変革の時期のこのポジショ

ンは荷が重い、と感じるところがあります。とはいえ、そんな

ことを考える暇があるならば、より良くなる方向へ向かうべき

だと考えています。精進するという言葉はこんなときに使う

言葉なのでしょう。

　美術館は、当然のことながら支えてくださる多くの方々が

いることで成り立っています。そして友の会の皆様にはいつ

も美術館を支えていただいています。そのようなご支援に応

えるべく、よりよい美術館となるように努めていきたいと思っ

ています。

　どうぞよろしくお願いいたします。　　　　　　館長　平瀬礼太

2024 年４月～ 2024 年９月

平瀬礼太
新 館 長

から

　今年度の友の会テーマは「縁」ですが、自身の

生活でも「縁」が大きな顔をしていると気づきまし

た。友の会の「縁」は真面目にコツコツ続けてきた

から、の果実だと理解しています。一方、自分の

は？「因果応報」とならないように足元をみつめた

いものです。

アド ・ ラインハート　《No.1１4》　部分　愛知県美術館

０ 回
( ６ 回 ) ６ 回 １０ 回 ６ 回３ 回１ 回

所蔵品管理
(読み下し）

・ 特別鑑賞会 「コスチュームジュエリー」 展

     →　動画配信 （会期中）

・ 企画展鑑賞会　碧南市藤井達吉現代美術館

    「春陽会 100 年　それぞれの闘い」 展★

・ 2024 年度総会

・ 記念講演会　平瀬礼太館長　→　動画配信

・ 友の会講座 「仏教美術へのアプローチ」★

　深山孝彰副館長　　→　動画配信

・ 懇親日帰りバスツアー　

        大阪方面★

・ 定例活動のみ

・ 特別鑑賞会 「アブソリュート ・ チェアーズ」 展

・ 定例活動のみ

・ 特別鑑賞会 「相国寺展」

・ 友の会創立３０周年記念懇親会

5月

6月

7 月
8 月
9 月

10 月

2024 年４月～ 2024 年 10 月

日時未定ですが企画展鑑賞会なども計画中です

パウル・クレー展
創造をめぐる星座

Paul Klee

2025.1.18ー 3.16

定例活動

友の会活動紹介

県美ご出身の方々が 5名も

参集してくださいました。

懐かしい写真を見ながら歓

談できました。

★中面で紹介


